
びびびの学校
尾州・美術・Being

国際芸術祭｢あいち2022｣・一宮開催をきっかけに

「びびびの学校」とは
この夏、一宮で開催される国際芸術祭｢あいち2022｣をきっかけに、
国際芸術祭のことや、一宮での現代アートに関する様々な話題につ
いて市民が気軽に交流するサードプレイス(居場所)です。

日 時：2022年08月26日(金) 19:00－21:00

会 場：Re-TAiL（リテイル）１階 ﾙｰﾑA（愛知県一宮市栄4-5-11）

ゲスト： 武藤 隆氏：建築家・大同大学教授

毒山 凡太朗氏：アーティスト

ｺｰﾃﾞｨﾈｲﾀｰ：栗本 真壱氏：建築家・国際芸術祭あいち2022アーキテクト

入場無料：要予約（先着30名程度）申込は右下の二次元コードより。

主 催：びびびの学校・実行委員会（事務局：NPO法人志民連いちのみや）

共 催：いちのみや大学・ノコ屋根ベースｉ・りぶらぼ・ほか（協力者募集中）

問合せ：担当_藤森 bbbnogakko@gmail.com ／ 090-7618-5426

※感染予防に配慮して開催します、ご協力お願いします。また、感染拡大状況によっては開催しない場合もあります。

#06 アートを語る場がもたらすもの
～『週間武藤』2022ふたたび～

参加申込は
二次元コード
または
下記URLから

https://bit.ly/3QjG7lk

あいちトリエンナーレ初回2010からアーキテクトで関わった

建築家・武藤隆氏。個人のTwitterの＃週間武藤 でトトリエン

ナーレの楽しみ方を発信しつづけ人気を得ました。さらに、ト

リエンナーレ2019ではアーティスト毒山凡太朗氏が円頓寺会場

の一角「多賀宮 TAGA-GU」で武藤氏を招いて開催したアート

を語る場は、リアルな「週間武藤」として話題になりました。

そんなお二人を招いて、2019の「週刊武藤」の経緯などふりか

えりつつ、後半は2022年版「週刊武藤」として語り合ってもら

います。

会場のリテイル
（旧・尾西繊維協会ビル）

速報！「放課後 cafebarびびび」が開店！
国際芸術祭あいち2022一宮会場のビジターセンターになったcom-cafe三八屋をお借りし「びびび
の学校」の仲間たちで日曜特別営業を行います。

開催日 ８/14(日)13-22時、8/21(日)18-22時、9/18(日)18-22時、10/10(日)（時間未定）

com-cafe三八屋（一宮市本町4-1-9）TEL:0586-27-4838 日曜以外は通常営業、詳しくはHPで


